
伝

●
「
新

い
消
費
者
は
こ
こ
に
い
る
　
勃
興

『

Ａ

』
ビ
ジ
ネ
ス
」
週
刊
東 

洋
経
済
　
平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
号�

●
「
C
E
L
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
試
論
」
豊
田
尚
吾
　
季
刊
誌
Ｃ
Ｅ
Ｌ
七
四
号�

�
�

�

　
も
ち
ろ
ん
堺
利
彦
が
描
い
た
よ
う
な
団
欒
は
、当
時

の
日
本
の
家
庭
に
存
在
し
た
も
の
で
は
な
い
。し
か
し

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
と
も
に
広
が

り
、婦
人
雑
誌
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、日
本
に
お
け

る
家
庭
の
一
つ
の
理
想
像
と
な
っ
た
。ま
さ
に
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
な
っ
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
。そ
し
て
そ
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
衛
生
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、銘
々
膳
で
あ
る

「
は
こ
膳
」が
、チ
ャ
ブ
台
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
る
。以
来
、

家
庭
の
食
卓
は
、そ
れ
が
チ
ャ
ブ
台
か
ら
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ

ッ
チ
ン
や
リ
ビ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
の
テ
ー
ブ
ル
へ
と
変
わ
っ
て

も
、長
く「
一
つ
食
卓
」と
し
て
団
欒
の
象
徴
と
な
っ
た
。�

　
堺
利
彦
の
主
張
は
、家
庭
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
も
変
え

た
。
昭
和
の
は
じ
め
に
、鍋
物
や
す
き
焼
き
が
家
庭
料

理
と
し
て
普
及
す
る
の
に
も
一
役
か
っ
て
い
る
。
明
治

以
前
に
は
一
人
鍋
と
い
う
形
は
存
在
し
た
が
、家
庭
で

鍋
物
を
囲
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。同
じ
一
つ
鍋
の
か
か
っ

学
博
物
館
・
前
館
長
の
石
毛
直
道
氏
は
、「
身
体
維
持

の
た
め
だ
け
の
手
段
と
し
て
食
事
を
捉
え
る
禁
欲
的

な
食
事
観
を
否
定
し
、食
事
を
積
極
的
に
楽
し
む
こ

と
を
通
じ
て『
だ
ん
ら
ん
』の
場
を
形
成
す
る
こ
と
を

主
張
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
」と
語
る
。�

　
”日
本
の
家
庭
の
一
つ
食
卓
を
囲
む
団
欒
像
“は
、

堺
利
彦
の「
家
庭
の
新
風
味
」な
ど
に
よ
っ
て
、そ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
食
事
観
の
も
と
大
正
時
代
に
作
ら
れ

た
も
の
な
の
だ
。�

　
現
代
の
食
卓
は
、孤
食（
一
人
の
食
事
）や
個
食（
同

一
の
食
卓
で
違
う
も
の
を
食
べ
る
）が
決
し
て
特
殊
な

状
況
で
な
く
、当
た
り
前
の
風
景
と
な
っ
て
い
る
。そ
の

よ
う
な
食
生
活
を
お
く
る
現
代
に
お
い
て
も
、こ
の
堺

利
彦
が「
家
庭
の
新
風
味
」で
描
き
出
し
た「
一
つ
食

卓
を
囲
む
団
欒
像
」は
、強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

�
��

　
団
欒
の
形
成

　
家
庭
の
団
欒
は
、食
卓
を
囲
む
風
景
に
強
く
結
び
つ

く
。し
か
し
実
は
、こ
れ
は
日
本
古
来
の
も
の
と
は
い
え

な
い
。大
正
時
代
の
社
会
学
者
で
あ
る
堺
利
彦
は
、そ
の

著「
家
庭
の
新
風
味
」（
※
１
）で
、家
庭
の
団
欒
に
つ
い
て

「
一
家
だ
ん
ら
ん
の
趣
は
、最
も
多
く
食
卓
の
上
に
現

れ
る
」、「
一
家
の
も
の
が
一
つ
食
卓
を
囲
ん
で
、相
並

び
、相
向
か
い
合
っ
て
、笑
い
、語
り
、食
い
、飲
む
、こ
れ
が

も
し
な
い
な
ら
ば
、家
庭
の
和
楽
の
半
分
は
減
じ
て
し

ま
う
で
あ
ろ
う
」、「
夕
食
は
最
も
楽
し
き
最
も
に
ぎ
や

か
な
る
だ
ん
ら
ん
で
あ
る
。…
酒
も
あ
る
、菓
子
も
あ
る
、

一
日
中
で
最
も
ご
ち
そ
う
が
あ
る
」と
述
べ
た
。�

　
堺
利
彦
の「
家
庭
の
新
風
味
」に
つ
い
て
、国
立
民
族�

１

家
庭
の
団
欒
と
食
卓�

山
下
　
満
智
子  W

ritten by M
achiko Y

am
ashita

価格

価格以外特にな

サービスの質が

保安・安全への

経営の安定

過去の信用と実

地域貢献などの

環境問題への取

一社での電気・ガ

表13

価格

価格以外特にな

サービスの質が

保安・安全への

経営の安定

過去の信用と実

地域貢献などの

環境問題への取

一社での電気・ガ

表14

22.82％

25.73％
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現代生活者の住まい・生活観（2）
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Ⅱ�

住
ま
い
・
生
活
意
識
に
見
る
現
実
と
課
題
（
２
）
〈
生
活
意
識
調
査
結
果
か
ら
〉



男性20代

30代

40代

50代

60代

女性20代

30代

40代

50代

60代

ｎ＝753

41.4

35.7

17.4

22.9

22.2

33.9

50.4�

38.0

31.8

26.2

6.9

14.6

2.2

8.3

8.9

1.7

16.8�

13.2

11.6

12.6

48.3

52.1

58.7

54.2

42.2

78.0

52.0

57.9

52.7

59.2

67.3

65.7

78.1

74.1

86.2

79.5

71.4

77.0

77.1

75.7

調理が面倒
（％）

調理が嫌い
（％）

調理が好き
（％）

食生活全般の
満足（％）

5.8%

3.1%

0.3%

0.6%

1.7%

14.0% 27.3%

12.0% 24.8%

16.9% 16.9% 20.3% 8.5% 10.2%5.1% 20.3%

19.2% 27.2% 9.6% 5.6%

17.4% 28.9% 10.7% 0.8%

19.4% 24.8% 14.7% 18.6% 17.8%
1.6%

17.5% 31.1% 11.7% 19.4% 10.7%
2.9%1.0%

10.0%

3.1% 29.5% 28.7%

28.3%

8.9% 24.5% 26.8%

14.3% 26.8% 19.6% 14.3% 14.3%
1.8% 1.8%

3.6%
3.6%

8.9% 20.3% 4.9%
2.4%

3.3%

17.5% 17.5% 5.8%
0.8%

6.7% 23.3%

14.0% 14.7% 7..8%
0.8%

0.8%0.8%

20.0% 33.0% 10.0% 15.0% 7.0% 5.0%

3.9% 16.5% 29.1%

20.2%

21.5% 19.8% 28.9% 12.4%14.0%

16.8%

15.3% 18.6% 32.2% 10.2% 6.8%15.3%
1.7%

22.4% 28.0% 13.6% 3.2%12.0%
1.6%

2.4%

0.8%

0.8%

17.1% 20.9% 18.6%
1.6%

0.8%

3.0% 18.6%

10.7% 25.2% 8.7% 4.9%

7.0%

6.2%

5.8%

5.7%

7.1% 19.6% 32.1% 16.1% 14.3% 3.6%

25.2% 26.0% 13.8% 16.3% 8.1%
1.6%

1.6%

1.8%

1.8%

1.6%

3.6%

19.2% 24.2% 15.8% 20.8% 10.0%
0.7%2.5%

25.6% 25.6% 15.5% 14.7% 9.3%
1.6%

1.6%
2.0%

22.0% 28.0% 10.0% 18.0% 6.0% 6.0%
1.0%

男女年代別　調理の面倒感、嫌い、好き、食生活全般の満足感

表1

30代・40代男女年代別　くつろぎ感やリラックス感を感じる時間

図1

0

10

20

30

40

50

60 30代女性

30代男性

40代女性

40代男性

家族での食事時間 家族との会話や団欒 お風呂 テレビ・ビデオ

た
囲
炉
裏
を
囲
む
と
き
に
も
、食
べ
物
の
分
配
権
は
主

婦
に
あ
り
、各
自
が
箸
を
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。�

  

一
つ
食
卓
に
変
化

　
戦
後
の
経
済
復
興
か
ら
経
済
成
長
、専
業
主
婦
率

が
ピ
ー
ク
に
向
か
う
一
九
七
〇
年
代
に
は
、そ
の
食
卓

に
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
料
理
、そ
し
て
手
作
り
の
菓

子
を
並
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、料
理

教
室
が
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
主
婦
や
結
婚
前
の
女

性
が
大
挙
し
て
料
理
教
室
に
通
い
、様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
自
分
の
も
の
と
し
、家
庭
に
持
ち
帰

っ
た
。お
か
げ
で
一
九
七
〇
年
代
以
来
、日
本

の
家
庭
は
世
界
に
類
を
見
な
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
な
食
卓
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。堺
利
彦

の
理
想
の「
だ
ん
ら
ん
」が
、一
瞬
実
現
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
や
が
て
仕
事
の
た
め
に
父
親
が「
一
つ
食
卓
」

か
ら
姿
を
消
し
、以
後
、女
性
の
社
会
進
出
な

ど
で
家
庭
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
徐
々
に
減

り
は
じ
め
た
。し
か
し
、冷
凍
食
品
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
と
い
う
食
の
外
部
化
が
そ
れ
を

補
っ
た
。
次
い
で
、子
ど
も
が
一
つ
食
卓
か
ら

消
え
た
。
食
卓
を
囲
む
こ
と
よ
り
も
塾
通
い

が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。家
族

が
食
卓
に
揃
わ
な
い
こ
と
が
常
態
化
し
て
、週

末
の
食
卓
が
、「
集
い
食
」
と
し
て
話
題
に
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。�

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、女
性
に
は
、

夕
食
に「
ご
ち
そ
う
」
を
並
べ
る
と
い
う
意
識

は
残
る
。後
述
す
る
今
回
の
生
活
意
識
調
査

の「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」や「
癒
し
」の
設
問
で
、三
〇

代
〜
四
〇
代
の
女
性
は
、自
ら
作
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
家
庭
の
食
事
よ
り
は
、む
し
ろ
食
卓
以
外

の
団
欒
や
家
族
と
の
会
話
の
方
が
、癒
し
や
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
時
間
と
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。�

　
一
方
、男
性
で
は
、家
庭
の
食
事
を
現
在
も
癒
し
や

リ
ラ
ッ
ク
ス
が
で
き
る
時
間
と
捉
え
て
い
る
。家
庭
内
で

調
理
に
対
す
る
役
割
分
担
は
、ま
だ
し
っ
か
り
存
在
し
、

そ
れ
が
家
庭
の
中
で
、団
欒
観
の
違
い
を
生
み
出
し
て

い
る
よ
う
だ
。�

������     
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20代

30代

40代

50代

60代

44.0%

38.4%

42.1%

47.3%

55.4%

64.3%

60.2%

58.3%

62.0%

63.0%

1.46

1．57�

1.38

1.31

1.14

現状調理時間
平日

理想調理時間
平日

平日理想調理時間
／平日現状調理時間

20代

30代

40代

50代

60代

30.6%

32.8%

37.1%

41.1%

49.5%

62.5%

58.5%

51.7%

57.4%

59.0%

2．04

1．78�

1.39

1.40

1.19

現状調理時間
休日

理想調理時間
休日

休日理想調理時間
／休日現状調理時間

20代

30代

40代

50代

60代

44.0%

38.4%

42.1%

47.3%

55.4%

30.6%

32.8%

37.1%

41.1%

49.5%

0.70

0.85

0.88

0.87

0.89

現状調理時間
平日

現状調理時間
休日

休日現状調理時間
／平日現状調理時間

5.8%

3.1%

0.3%

0.6%

1.7%

14.0% 27.3%

12.0% 24.8%

16.9% 16.9% 20.3% 8.5% 10.2%5.1% 20.3%

19.2% 27.2% 9.6% 5.6%

17.4% 28.9% 10.7% 0.8%

19.4% 24.8% 14.7% 18.6% 17.8%
1.6%

17.5% 31.1% 11.7% 19.4% 10.7%
2.9%1.0%

10.0%

3.1% 29.5% 28.7%

28.3%

8.9% 24.5% 26.8%

14.3% 26.8% 19.6% 14.3% 14.3%
1.8% 1.8%

3.6%
3.6%

8.9% 20.3% 4.9%
2.4%

3.3%

17.5% 17.5% 5.8%
0.8%

6.7% 23.3%

14.0% 14.7% 7..8%
0.8%

0.8%0.8%

20.0% 33.0% 10.0% 15.0% 7.0% 5.0%

3.9% 16.5% 29.1%

20.2%

21.5% 19.8% 28.9% 12.4%14.0%

16.8%

15.3% 18.6% 32.2% 10.2% 6.8%15.3%
1.7%

22.4% 28.0% 13.6% 3.2%12.0%
1.6%

2.4%

0.8%

0.8%

17.1% 20.9% 18.6%
1.6%

0.8%

3.0% 18.6%

10.7% 25.2% 8.7% 4.9%

7.0%

6.2%

5.8%

5.7%

7.1% 19.6% 32.1% 16.1% 14.3% 3.6%

25.2% 26.0% 13.8% 16.3% 8.1%
1.6%

1.6%

1.8%

1.8%

1.6%

3.6%

19.2% 24.2% 15.8% 20.8% 10.0%
0.7%2.5%

25.6% 25.6% 15.5% 14.7% 9.3%
1.6%

1.6%
2.0%

22.0% 28.0% 10.0% 18.0% 6.0% 6.0%
1.0%

表2

女性年代別　40分未満の平日・休日調理時間ならびに
平日・休日理想調理時間割合

0

10

20

30

40

50

60

に
は
バ
ラ
エ
テ

豊
か
な
料
理
そ
し
て
手
作
り
の
菓

子
を
並
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、料
理

教
室
が
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
主
婦
や
結
婚
前
の
女

調
理
に
対
す
る
役
割
分
担
は
ま
だ
し
っ
か
り
存
在
し

そ
れ
が
家
庭
の
中
で
、団
欒
観
の
違
い
を
生
み
出
し
て

い
る
よ
う
だ
。�

　
調
理
は
好
き
、だ
け
ど
面
倒

　
三
〇
代
の
女
性
は
四
〇
代
女
性
と
と
も
に
、も
ち

ろ
ん
主
た
る
調
理
の
担
当
者（
三
〇
代
が
約
八
割
、四

〇
代
が
九
割
）で
あ
り
、調
理
頻
度
は
、ほ
と
ん
ど
毎
日
、

週
四
〜
五
回
と
い
う
方
が
八
割
以
上
を
占
め
る
。そ
の

三
〇
代
女
性
で
は
、調
理
が
好
き（
五
割
強
）や
食
生

活
全
般
へ
の
満
足（
七
割
以
上
）は
、男
性
や
他
年
代

に
比
べ
決
し
て
低
く
は
な
い
、し
か
し
調
理
に
対
す
る

面
倒
感
は
五
割
、調
理
が
嫌
い
が
一
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

と
、男
性
や
他
の
世
代
に
比
べ
調
理
に
対
す
る
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
評
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、三
〇
代
〜
四
〇
代
の
女
性
で
は
、食
生
活
に

対
す
る
不
満
な
点
で
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
安
全
・
安
心
に

加
え
て
、経
済
節
約
で
き
な
い（
三
〇
代
は
二
六
・
二
パ

ー
セ
ン
ト
、四
〇
代
は
二
九･

五
パ
ー
セ
ン
ト
）、料
理
が

下
手（
三
〇
代
は
一
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、四
〇
代
は
一

三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
な
り
、主

た
る
調
理
担
当
者
ら
し
い
不
満
や
悩
み
が
感
じ
ら
れ

る
。�

　
食
生
活
を
変
え
る
必
要
に
つ
い
て
は
、半
数
が
そ
の

必
要
を
感
じ
て
お
り
、男
性
や
他
の
世
代
に
比
べ
て
、

そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。そ
の
理
由
は
家
族
の

健
康
で
あ
り
、節
約
の
た
め
、そ
し
て
自
分
の
健
康
の

た
め
で
あ
っ
た
。こ
れ
も
主
た
る
調
理
担
当
者
と
し
て

の
責
任
感
か
ら
と
い
え
る
だ
ろ
う
。�

　
家
の
食
事
は
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
な
い

　
三
〇
代
女
性
の
調
理
に
対
す
る
思
い
は
な
か
な
か

深
刻
だ
。例
え
ば
、家
族
と
の
会
話
や
団
欒
に
癒
し
や

リ
ラ
ッ
ク
ス
を
感
じ
る
は
、三
〇
代
男
女
と
も
に
四
割

近
く
、風
呂
や
睡
眠
、テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
に
対
す
る
評
価

と
同
じ
程
度
で
あ
る
。
一
方
、調
理
を
と
も
な
う
家

で
の
食
事
に
つ
い
て
は
評
価
が
分
か
れ
る
。
家
で
の
食

事
は
、三
〇
代
男
性
の
三
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
、く

つ
ろ
ぎ
感
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
を
感
じ
る
時
間
と

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、三
〇
代
女
性
で
は
一
三
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
と
評
価
が
低
く
な
る
。
四
〇
代
女
性
で
は

一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、さ
ら
に
そ
の
評
価
が
低
く
な

る
。
主
た
る
調
理
担
当
者
で
あ
る
女
性
は
、家
で
の
食

事
を
癒
し
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
感
じ
る
時
間
と
評
価
し

て
い
な
い
の
だ
。�

　
平
日
の
調
理
時
間
に
よ
る
分
類

　
女
性
の
調
理
時
間
に
つ
い
て
は
、三
つ
の
傾
向
が
読

み
取
れ
た
。①
調
理
時
間
の
二
極
化
、②
五
〇
代
以
降

で
調
理
時
間
が
短
く
な
る
傾
向
、③
現
実
と
理
想
調

理
時
間
の
差
で
あ
る
。�

　
調
理
時
間
で
は
、三
〇
代
の
女
性
で
、平
日
夕
食
の

調
理
時
間
に
五
〇
分
以
上
六
〇
分
未
満
、あ
る
い
は

三
〇
分
以
上
四
〇
分
未
満
が
、そ
れ
ぞ
れ
三
割
弱
と

多
く
な
っ
た
。
調
理
時
間
に
は
二
極
化
が
見
ら
れ
、そ

の
基
準
は
四
〇
分
で
あ
っ
た
。�

　
こ
の
基
準
を
元
に
、四
〇
分
以
上
を「
手
作
り
派
」、

四
〇
分
以
下
を
「
簡
便
派
」と
し
た
。さ
ら
に
簡
便
派

12

3

三
〇
代
・
四
〇
代
女
性
の
調
理
意
識�
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1.8% 1.8%
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17.5% 17.5% 5.8%
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6.7% 23.3%

14.0% 14.7% 7..8%
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20.0% 33.0% 10.0% 15.0% 7.0% 5.0%7.0%

6.2%

5.8%

5.7%

7.1% 19.6% 32.1% 16.1% 14.3% 3.6%

25.2% 26.0% 13.8% 16.3% 8.1%
1.6%

1.6%

1.8%

1.8%

1.6%

3.6%

19.2% 24.2% 15.8% 20.8% 10.0%
0.7%2.5%

25.6% 25.6% 15.5% 14.7% 9.3%
1.6%

1.6%
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22.0% 28.0% 10.0% 18.0% 6.0% 6.0%
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に
つ
い
て
、四
〇
分
未
満
三
〇
分
以
上
を
「
お
手
軽
調

理
・
簡
便
派
」、三
〇
分
未
満
二
〇
分
以
上
を「
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
簡
便
派
」、二
〇
分
未
満
を「
ス
ー
パ
ー
簡
便
派
」

と
細
分
し
た
。�

　
手
作
り
派
に
つ
い
て
も
、五
〇
分
未
満
四
〇
分
以

上
が「
お
手
軽
調
理
・
手
作
り
派
」、六
〇
分
未
満
五

〇
分
以
上
「
手
作
り
派
」、六
〇
分
以
上
「
本
格
手
作

り
派
」と
分
類
し
た
。�

　
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
簡
便
派
」と
し
た
調
理
時
間
三
〇

分
未
満
は
、三
〇
代
・
四
〇
代
で
は
一
割
強
で
あ
る
が
、

二
〇
代
・
五
〇
代
・
六
〇
代
で
は
二
・
五
割
前
後
と
増

加
す
る
。し
か
し
男
性
の
各
世
代
で
一
割
以
上
い
る
二

〇
分
未
満
の「
ス
ー
パ
ー
簡
便
派
」は
女
性
で
は
少
な

く
、特
に
三
〇
代
・
四
〇
代
女
性
で
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

一
方
、六
〇
分
以
上
の「
本
格
手
作
り
派
」が
、三
〇

代
・
四
〇
代
女
性
で
一
割
程
度
い
る
。�

　
理
想
の
調
理
時
間

　
簡
便
派
の
基
準
と
し
た
四
〇
分
未
満
を
実
際
の
平

日
調
理
時
間
と
す
る
方
は
、女
性
の
三
〇
代
・
四
〇
代

で
四
割
前
後
で
あ
る
が
、一
方
、理
想
の
調
理
時
間
と

し
て
四
〇
分
未
満
を
希
望
す
る
方
は
約
六
割
に
増
加

す
る
。表
２
の
よ
う
に
、平
日
の
調
理
時
間
四
〇
分
未

満
を
理
想
と
す
る
割
合
を
実
際
の
割
合
と
比
べ
る
と
、

三
〇
代
女
性
で
は
一
・
五
七
倍
と
な
り
、平
日
の
調
理

時
間
を
短
く
し
た
い
と
い
う
希
望
が
、他
の
世
代
の
女

性
よ
り
も
強
い
。�

　
ま
た
、平
日
の
理
想
調
理
時
間
を
三
〇
分
未
満
に
し

た
い
と
い
う
希
望
は
、三
〇
代
〜
四
〇
代
女
性
で
一
・
五

割
弱
か
ら
三
割
強
に
倍
増
す
る
。�

　
休
日
の
調
理
時
間
で
は
、簡
便
派
の
基
準
と
し
た

四
〇
分
未
満
が
、四
〇
代
で
〇
・
八
八
倍
、三
〇
代
で

10分未満 10～20分未満 20～30分未満 30～40分未満 40～50分未満

50～60分未満 60分以上 現状のままでよい・夕食は作らない 無回答

女性の平日の調理時間図2

女性の平日の理想調理時間図3

4

夕食のための調理時間　平日　女性　年代別

夕食のための理想調理時間　平日　女性　年代別
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割
弱
か
ら
三
割
強
に
倍
増
す
る

�

　
休
日
の
調
理
時
間
で
は
、簡
便
派
の
基
準
と
し
た

四
〇
分
未
満
が
、四
〇
代
で
〇
・
八
八
倍
、三
〇
代
で

〇
・
八
五
倍
と
平
日
よ
り
少
し
減
り
、調
理
時
間
五
〇

分
以
上
の「
手
作
り
派
」が
増
え
、全
体
と
し
て
調
理

時
間
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。�

　
し
か
し
、休
日
の
理
想
の
調
理
時
間
で
は
、休
日
の

理
想
調
理
時
間
を
四
〇
分
未
満
と
す
る
希
望
が
、四

〇
代
で
五
割
強
、三
〇
代
で
六
割
弱
と
な
る
。三
〇
代

女
性
で
は
、休
日
の
理
想
の
調
理
時
間
を
四
〇
分
未

満
に
短
縮
し
た
い
と
い
う
希
望
が
、実
際
の
一
・
七
八

倍
と
強
い
。こ
の
傾
向
は
二
〇
代
女
性
で
二
・
〇
四
倍

と
さ
ら
に
強
く
な
る
。ま
た
、休
日
の
理
想
の
調
理
時

間
を
三
〇
分
未
満
に
し
た
い
は
、約
二
割
か
ら
約
三
割

に
増
加
す
る
。�

��

�
��

　
一
方
、三
〇
代
・
四
〇
代
男
性
で
は
、「
調
理
を
し

な
い
・
し
た
こ
と
が
な
い
」
方
は
半
数
強
あ
り
、他
の
世

代
と
違
い
は
な
か
っ
た
。
調
理
の
好
き
嫌
い
で
は
、嫌
い

の
割
合
が
三
〇
代
男
性
で
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
、他

の
世
代
や
四
〇
代
の
男
性
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
て

高
く
、三
〇
代
女
性（
一
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）に
次
い
で

い
る
。ま
た
調
理
に
対
す
る
面
倒
感
で
も
三
五
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
と
、四
〇
代
男
性
の
一
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に

比
べ
て
高
い
。�

　
四
〇
代
の
男
性
で
は
、食
生
活
へ
の
満
足
感
が
高
く
、

三
〇
代
以
下
の
男
性
に
比
べ
て
不
満
が
少
な
い
。四
〇

代
男
性
で
は
、主
た
る
調
理
担
当
者
が
配
偶
者
・
親
で

あ
る
割
合
が
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
、三
〇
代
男
性

に
比
べ
、本
人
の
割
合
が
低
い
。
食
生
活
の
満
足
感
が

10分未満 10～20分未満 20～30分未満 30～40分未満 40～50分未満

50～60分未満 60分以上 現状のままでよい・夕食は作らない 無回答

図2

女性の休日の理想調理時間図5

女性の休日の調理時間図4

図3

夕食のための調理時間　休日　女性　年代別

夕食のための理想調理時間　休日　女性　年代別
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高
い
傾
向
は
、四
〇
代
以
上
の
男
性
に
共
通
し
て
見
ら

れ
、調
理
に
対
す
る
面
倒
感
や
嫌
い
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
評
価
は
、主
た
る
調
理
担
当
者
か
ど
う
か
に
大
き

く
関
わ
る
と
い
え
る
よ
う
だ
。�

��

�
��

　
「
私
作
る
人
、僕
食
べ
る
人
」
と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

を
覚
え
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
五
一（
一
九

七
六
）年
の
ラ
ー
メ
ン
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
だ
。参
議
院
議
員

の
故
市
川
房
江
さ
ん
の「
男
女
の
分
業
、女
性
の
家
事

労
働
を
強
制
す
る
も
の
だ
」
と
い
う
抗
議
か
ら
大
論

争
に
な
り
、コ
マ
ー
シ
ャ
ル
自
体
は
、す
ぐ
に
テ
レ
ビ
画

面
か
ら
消
え
た
。し
か
し
こ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、一
世
を

風
靡
し
た
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と
し
て
何
か
と
話
題
に

さ
れ
て
き
た
。�

　
本
生
活
意
識
調
査
の
食
生
活
関
連
分
野
調
査
結

果
を
概
観
す
る
と
、こ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
大
論
争
を
巻

き
起
こ
し
て
か
ら
、は
や
三
〇
年
近
く
が
た
っ
た
が
、食

生
活
関
連
に
お
け
る
男
女
の
分
業
が
、い
ま
だ
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。�

　
今
回
の
調
査
で
は
、食
と
子
ど
も
と
い
う
視
点
で
質

問
を
設
定
し
な
か
っ
た
が
、現
在
の
と
こ
ろ
、子
ど
も
の

い
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
三
〇
代
〜
四
〇
代
の
女

性
は
、そ
の
希
望
す
る
調
理
時
間
よ
り
は
長
く
現
実

の
調
理
に
時
間
を
費
や
し
て
お
り
、そ
れ
は
子
ど
も
を

含
む
家
族
や
自
分
の
健
康
の
た
め
と
考
え
ら
れ
た
。し

か
し
一
方
で
、主
た
る
調
理
担
当
者
で
あ
る
女
性
の
意

識
に
は
変
化
が
見
ら
れ
、強
い
面
倒
感
な
ど
調
理
に
対

す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
た
。�

　
衣
食
住
の
中
で
、衣
や
住
が
既
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン

ト
に
近
い
割
合
で
外
部
化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、食

で
は
そ
の
割
合
が
ま
だ
五
割
に
い
た
っ
て
い
な
い
。今
回

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
三
〇
代
〜
四
〇
代

の
女
性
の
調
理
に
対
す
る
面
倒
感
や
調
理
時
間
短
縮

へ
の
希
望
の
強
さ
か
ら
考
え
て
、調
理
時
間
を
短
縮
す

る
た
め
、な
お
一
層
の
食
の
外
部
化
が
進
む
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。�

　
食
の
外
部
化
が
進
展
す
る
中
で
、大
阪
ガ
ス
で
は
、脳

の
健
康
、脳
を
育
て
る
と
い
う
視
点
か
ら
、調
理
の
効
用

に
つ
い
て
東
北
大
学
と
共
同
研
究
（
※
２
）に
取
り
組
ん

で
い
る
。そ
の
共
同
研
究
の
結
果
、調
理
に
よ
っ
て
脳
が

活
性
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
、さ
ら
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
グ

リ
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
調
理
の
習
慣
が
脳
を
若
が
え
ら

せ
る
こ
と
が
実
証
で
き
た
。
同
じ
く
共
同
研
究
で
、親

子
ク
ッ
キ
ン
グ
が
子
ど
も
の
脳
を
活
性
化
し
、情
緒
安

定
や
創
造
力
育
成
に
役
立
つ
と
推
測
で
き
る
結
果
も

得
た
。�

　
今
後
の
家
庭
の
調
理
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
大
き

く
変
化
が
予
想
さ
れ
る
が
、そ
の
変
化
の
行
方
は
、女

性
で
は
な
く
男
性
に
か
か
っ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
て

い
る
。
家
庭
の
調
理
は
、堺
利
彦
に
よ
り
唱
え
ら
れ
た

「
家
庭
の
和
楽
」や
家
族
や
自
分
の
健
康
の
た
め
で
あ

り
、そ
し
て
脳
を
健
康
に
す
る
効
果
が
あ
り
、脳
を
育

て
る
と
い
う
役
割
も
担
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
科
学

的
に
検
証
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。三
〇
代
〜
四
〇
代
の

男
性
が
、す
ぐ
に
変
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
団
塊
世
代
の
男
性
が
自
然
体
で
家
庭
に
戻
り
、

調
理
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
は
じ
め
る
こ
と
で
、食
生
活

の
行
方
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。�

（
大
阪
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ス 

エ
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文
化
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